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平成 19 年度市政運営方針 

 
 羽生市は、平成 15 年度から財政危機を乗り越えるべくいち早く行財政改革

に取組んできましたが、「三位一体の改革」による影響等により一般財源の総額

は年々減少し、平成 19 年度は前年度比で 2 億円もの一般財源が減少する見込

となっております。 
このため、今後の市政運営は財政の健全化を最優先することを基本として、

借金依存体質からの脱却、市債残高の減少、基金保有額の増加を掲げ､第 4 次

羽生市行政改革大綱及び「同集中改革プラン」に示された内容を着実に実行す

ることとし、限られた財源を効果的に活用するため「選択と集中」によって施

策の展開を図ることとします。 
平成 19 年度においても引き続き厳しい財政状況の中での運営となりますが､

どのような状況にあっても『元気で活力があり、美しく、やさしさを実感でき、

安全で安心なまち』を創っていかなければなりません。 
子育て支援、高齢者対策、地域産業の活性化、防犯・防災対策、教育の充実

など必要とされるサービスは積極的に推進するとともに、５万７千市民の知恵

と力を生かす「市民参加、市民参画、市民協働」を施策の柱に据え、市民が主

役のまちづくりを進めることとします。 
 
 

      市民が主役のまちづくり   
 
    市民との協働  地域力の向上  行政評価   
 

 ◎市民との協働によるまちづくり 
 ◎活力と賑わいのあるまちづくり 
 ◎安全で安心なまちづくり 
 ◎快適で住みよいまちづくり 
 ◎すこやか子育てやさしさ実感まちづくり 
 ◎輝きはなつ人づくり 心ゆたかな人づくり 
 ◎郷土の特色を生かしたまちづくり 
 ◎自立する財政基盤づくり 
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平成 19 年度 施 策 の 概 要 

（単位：千円） 
 

市民との協働によるまちづくり  
 
新市民との協働によるまちづくり指針の策定・試行 

協働のスタイル 政策・立案過程での市民参加 
事務委託における市民参加 
共催・事業協力による市民参加 
補助・交付金に基づく市民参加 
情報提供・交換による市民参加 

 
○地域力の向上        地域コミュニティー 
                
 
              自主防災   防犯パト 

組織    ロール隊 
 
                地区    地区 
               公民館  担当職員 
 
  
              自治振興に対する支援 
 
 
○自治基本条例の制定に向けた取組み  120 
 
○総合振興計画の策定  5,301 
 
新市政懇談会の開催  88 
 
○行政評価の推進 
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○いきいき羽生まちづくり事業に対する支援  5,500 
 
○はにゅう「夢」チャレンジ研究事業の支援  300 
 
新第２次「はにゅう男女共同参画プラン」の策定  168 
 
 

活力と賑わいのあるまちづくり 
 
１．拠点施設、中心市街地の賑わいづくり 
 
新イオン羽生ショッピングセンターのオープン 10 月末予定 
 
新「道の駅はにゅう」の開設 

  ・8 月中旬オープン予定 指定管理者による運営 
  ・開設準備期間の管理及び整備  7,681 
 

○三田ヶ谷農林公園「キヤッセ羽生」の充実 

・イベント等の充実で集客力向上 
・来園者滞在時間延長対策の推進 

 
〇中心市街地活性化の推進 

・商店街活性化対策事業の推進（旧中心市街地活性化対策事業） 1,000 
・空き店舗対策事業の推進  2,400 
・市民プラザ有効活用の推進 
・市民プラザの設備改修  13,250 

 
○羽生駅周辺整備事業の推進 

新東口駅前整備  22,350 
[整備面積：1,900 ㎡ トイレの新設] 

・西口都市計画道路の整備  29,210 
 
○企業誘致等の推進 
    [企業誘致等プロジェクトチームの設置] 
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２．商工業の振興及び活性化策 
 
〇商工業の活性化を目指す各種支援事業の推進 

新大型店との共存対策事業への支援  1,000 
・中小企業向け融資制度の継続  160,000 
・商工業団体活性化事業への支援  14,985 
・市内小規模事業者に対する公共発注の促進 
・市内業者による住宅リフォームへの助成  3,000 

 
○地場産品のＰＲと販売促進 
  ・羽生市観光協会推奨品のＰＲ拡大（パンフレットの活用） 

 

３．農業経営・生産基盤の充実 
 
新農業・農村基本計画の策定  
 
新集落営農アドバイザーの導入  100 
 
○認定農業者等育成支援対策の推進  520 
 
○農地活用促進対策の推進  100 
 
○地域担い手等営農体制整備事業の推進  1,500 
 
○農業経営基盤強化資金等利子助成による営農支援  721 
 
○畜産経営振興対策事業の推進  2,305 
 
○安全・安心農産物生産推進事業の推進  350 
 

○彩のかがやきを羽生ブランド米として推進 
 
○手子林第 3 ほ場整備事業に対する支援（県営事業）  7,350 

[事業面積：132ｈa 総事業費：14 億円] 
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新農業地域活動組織の設立支援  700 
[埼玉県地域協議会連携事業] 
 

新ジャパンフラワーフェスティバルへの参加  168 
 
○用排水路改修等による生産基盤の整備  32,400 
 

４．働く者の環境整備 

 

〇雇用対策の推進 

新ハローワークの羽生市地域職業相談室の開設  （国・県事業） 

新地域雇用創造支援事業の推進  （国・県事業） 
・彩の国仕事発見システムの活用による雇用情報等の提供  65 
・再雇用促進のための各種講座の開催  （地域振興センター事業） 
・シルバー人材センター事業に対する支援  14,885 
・企業誘致による新規雇用の創出 
・大型店への雇用促進 

 
〇産業労働者住宅資金融資制度の継続  180,000 
 
〇中小企業従業員退職金等共済制度の適正運営  11,000 
 
５．まちおこし事業の推進 
 
新ムジナもん着ぐるみの製作（2 体）  840 

[ＰＲ活動に積極的参加、貸出開始] 
 
〇羽生グッズの販売促進等による羽生発信 

・キャラクター「ムジナもん」等の多面的活用 
 

○はにゅう「夢」チャレンジ研究事業の支援 [再掲]  300 
 
○いきいき羽生まちづくり事業に対する支援 [再掲]  5,500 
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〇市民参加による各種観光イベントの充実  6,400 
 
 

安全で安心なまちづくり 
 
１．防犯、防災対策の充実 
 
○防犯対策の推進 

・藍のまち防犯パトロール隊の活動 
・防犯リーダーの育成 
・防犯講習会の開催、防犯啓発事業の推進 
・スクールボランティアによる児童下校時安全活動推進 
・防犯相談窓口の設置 
・防犯灯の整備及び適正管理  17,307 
・羽生駅防犯カメラの増設 

 
○中川調節池整備・河道改修事業の促進  （県事業） 

[調節池：12ha、15 万㎥ 河川改修：3,300ｍ] 
 
○首都圏氾濫区域利根川堤防強化対策事業の促進  （国事業） 

[沿川住民に対する支援・国との調整] 
 
○防災対策の充実 

新防災行政無線の整備  39,300 
    [親局の更新、子局増設 1 基] 
  ・地域別防災訓練の実施 [下新郷、岩瀬、川俣]  600 
  ・指定避難所表示板の設置  520 
  ・自主防災の組織化推進   
  ・木造住宅無料簡易耐震診断の支援 
  ・木造住宅耐震診断の支援  300 
  ・防災物資の計画的備蓄  1,080 
 
○内水害対策の充実  5,833 

[宮田落、岩瀬落、柳堀川排水ポンプの稼動] 

 24 



 

○交通安全対策の推進   
  ・通学路の安全確保の充実 
  ・カーブミラー、警戒標識等交通安全施設の整備  11,000 
  ・放置自転車対策の推進 
  ・啓発活動の推進 
 
２．消防・救急体制の整備・充実 
 
新消防緊急通信指令設備の更新  85,000 
 
○消防設備の整備 

新消防ポンプ自動車の購入（西分署）  16,000 
・消火栓の整備  3,150 
・防火水槽､消火栓等の維持管理  10,021 

 
○救急・救命体制の整備 

新高規格救急自動車の購入（西分署）  33,000 
・救急救命士の養成（1 名）  2,678 
・自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の配備  2,700 

    [既設 32 台 追加 14 台] 
 
○新規採用職員の教育訓練  1,791 
 

快適で住みよいまちづくり 
 
１．都市基盤の整備推進 
 
○幹線道路網の整備推進  343,000 

・羽生川崎産業団地周辺道路の整備   
・主要幹線道路等の整備 

 
○羽生駅周辺整備事業の推進 [再掲] 

新東口駅前整備  22,350 
[整備面積：1,900 ㎡ トイレの新設] 
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・西口都市計画道路の整備  29,210 
 
○岩瀬土地区画整理事業の整備促進  367,544 
  ・中央工区の道路築造、移転補償 
  ・施行区域及び事業計画の見直し 
 
○長期未整備都市計画道路の見直し  4,000 
 
○街区公園の整備  
  新栃木西、新田公園バリアフリー水洗トイレ設置  10,500 
 
２．市営住宅の整備 
 
○市営南羽生団地の大規模改修  34,000 

[屋根・外壁改修、給排水設備改修、地上波デジタル整備] 
 
３．澄んだ空・清流をつなぐ対策 
 

○ゴミ減量化運動の展開 
新ゴミ減量研究会の立ち上げ  25 
  [リサイクルリーダーの育成] 
新ゴミ減量協力店・事業所の指定制度の運用  95 
・リサイクルセンターの運営  1,196 
・生ゴミ処理器購入の助成  264 
・資源ゴミ分別の徹底及び収集業務の強化  64,723 

 

○適正なゴミ収集と処理体制の強化  292,101 
   [最終処分場維持管理の徹底と 

延命化策として委託処分を増量 1,100 トン⇒2,200 トン] 
 
○清掃センターの延命化対策事業の推進 
  ・空気余熱設備、ガス冷却塔の更新事業（1 号炉）  340,000 
  ・その他燃焼施設、粗大ゴミ処理施設の改修事業  130,000 
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○汚泥再生処理センターの運営管理  115,347 
 
○公害防止対策の推進  6,411 

[ダイオキシン類検査、騒音､悪臭測定等の実施] 
 
〇土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の運用強化 

・地域、企業等との連携による監視の徹底 
 
〇地球温暖化対策の推進 

・地球温暖化防止対策講習会等の開催 
・市役所エコ・オフィスの推進 
・グリーン購入の推進 

 
〇合併処理浄化槽設置の促進  27,771 
 
〇公共下水道事業の整備推進 

・水質浄化センター大規模増改築事業の推進  501,000 
・汚水管渠布設工事  111,000 
・水質浄化センターの管理  157,434 

 
○上水道事業の推進 

・年次計画による老朽管布設替の推進 5.7ｋｍ  206,997 
・配水管の整備 1.5ｋｍ  39,480 

 
 

すこやか子育てやさしさ実感まちづくり 
 
１．子育て支援、少子化対策の推進 
 
○学童保育の充実 

・民間学童保育事業の支援  15,280 
[定員 南羽生学童クラブ 60 人 すかげ児童クラブ 50 人 

いずみ学童クラブ 40 人 春山なかよしクラブ 30 人] 
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・市立学童保育の運営充実（指導員の増員）  21,129 
    [定員 北学童 50 人 南学童 50 人 岩瀬学童 30 人 新郷学童 40 人] 
 
○民間保育所助成事業の推進 

・延長保育促進事業  25,922 
・１歳児担当保育士雇用事業  19,000 
・保育所地域活動事業  1,000 
・地域子育て支援センター事業  15,312 
・障害児保育事業  8,383 
・低年齢児途中入所促進事業  2,400 
・一時保育促進事業  810 
・アレルギー等対応特別給食提供事業  1,277 
・民間保育所入所児童育成事業  2,240 
新休日保育事業（日曜､祝日）  819 

 
○こども医療費（旧乳幼児医療費）の支給対象の拡大  91,700 
    [入院を中学修了までに拡大] 
 
○ひとり親家庭等医療費の支給  11,100 
 

新不妊治療に対する助成事業  1,400 
 
○児童手当及び児童扶養手当の支給  588,447 

[支給額拡大 第 1 子、第２子 0 歳～2 歳月額 10,000 円] 
 
○民間保育所児童運営費  580,918 
 
○公立保育所の運営  46,148 
 
○ファミリーサポートセンター業務の推進  3,100 
 
新母子家庭自立のための教育訓練事業補助  600 
 
○子どものための施設短期利用事業の支援  200 
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○幼稚園就園に対する支援  31,594 
 
○幼稚園入園児童育成に対する支援  1,344 
 
○社会福祉施設整備事業費補助金（児童養護施設）  2,500 
 
２．高齢者を支える社会の推進 
 
○地域包括支援センターの体制充実  17,709 
 
○生活支援事業の推進  12,440 

・家族介護慰労金の支給、軽度生活援助事業、緊急通報システム事業、 
   貸しおむつ事業、外出支援サービス、心豊かな交流事業 
 
○介護予防生きがい活動支援事業の推進  23,718 

・生きがい活動支援通所事業、敬老会事業、老人クラブ支援事業 
 
○敬老祝金の支給  6,525 
 
○老人憩の家の運営  1,535 
 
○養護老人ホーム等への入所措置の扶助  76,188 
 
○老人保健医療事業の安定化（一般会計繰出金）   299,602 
 
新後期高齢者医療制度移行への対応  10,517 
 
３．障害者福祉サービスの充実 
 
○障害者の授産活動及び社会参加の場の提供 

・心身障害者地域デイケア事業の充実  26,529 
・地域活動支援センター事業の推進  8,000 
新就労継続支援（Ｂ型）事業の推進  5,444 
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○障害者の居住支援の充実 

・生活ホーム事業（知的）  2,729 
・知的障害者共同生活介護（ケアホーム）事業  14,312 
・精神障害者共同生活援助（グループホーム）事業  380 

 

○障害者相談支援事業の推進  26,271 
 

○聴覚障害者のコミュニケーションサポート事業の推進 
新手話通訳者養成事業  590 
・コミュニケーション支援事業  1,700 

 

○在宅重度心身障害者手当等の支給  60,594 
 

○重度心身障害者医療費の助成  100,800 
 

〇障害者施設訓練等支援費の支給  294,478 
 

 

４．介護保険サービスの充実 

 

○保険給付事業の推進  2,618,340 
・居宅介護サービス、施設介護サービス、地域密着型介護サービス 

 

○地域支援事業の推進  60,975 
・介護予防事業、閉じこもり予防事業、家族介護教室 

 

○地域包括支援センターの体制充実 [再掲] 
 

○介護保険事業の安定化（一般会計繰出金）  327,722 
 
５．健康づくり・予防保健の推進 
 
○生きがいのある健康づくりの推進  1,868 

・食生活改善、健康運動の普及、健康づくり教室の開催 
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○予防保健の充実  203,480 
・基本健康診査の充実 

・がん検診（大腸、肺、胃、子宮、乳、前立腺がん等）の充実 

・予防接種（高齢者のインフルエンザ接種含む） 

・歯科保健の指導及び健診、８０２０運動の推進、フッ素塗布等 

 

○親と子の保健事業の推進  14,211 
・乳幼児、妊婦等の健康診査及び各種相談等 

 

○医療機関の確保事業の充実  8,636 
・在宅当番医、熊谷地区 2 次救急医療、小児 2 次救急医療 

・年末年始在宅歯科当番医 

 
新不妊治療に対する助成事業 [再掲]  1,400 
 
○国民健康保険事業の安定化（一般会計繰出金）  410,000 
 
６．市民サービスの充実 
 
新あい・あいバス（羽生市福祉バス）運行補助事業  15,850 

[13 人乗りワゴン車 2 台 4 ルート各 4 便運行 運賃 200 円] 
 
○市民相談業務の推進  3,774 

・法律相談 月 3 回  消費生活相談 週 2 回 
 
○増やそうカップル推進事業 
  ・結婚相談員の増員 13 人⇒19 人  3,235 
  新企業内マリッジサポーターの創設と連携事業の強化 
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輝きはなつひとづくり 心ゆたかな人づくり 
 
１．強い意志、輝くこどもの育成を目指す学校教育 
 
新小中学校への「市長エール訪問」事業 
 
○基礎学力の向上実践活動の推進 

・｢学びあい｣「認め合い」｢高めあい｣実践活動事業の推進  420 
・いきいきコミュニケーターの増員充実  15,681 

[小学校：11 人⇒14 人 中学校：3 人⇒4 人] 
新スチューデント・ティーチャーの創設  300 

 

○小学校英語教育の充実  11,812 
・ＡＬＴの増員 2 人⇒3 人 

新スチューデント・ティーチャーの創設 [再掲]  300 
新拠点指定校における実践活動 

新英語教材の整備 550 
 

○教育相談の充実 

・羽生市教育研修センターの充実  5,615 
・さわやか相談員の再編（各中学校 2 名体制）  4,239 
・いじめ防止対策、教職員の心のケアの推進 

 

○学習支援の充実と開かれた学校づくり 

・障害のある子の学習支援の強化  5,832 
[はつらつアシスタントの増員 7 人⇒8 人] 

・ふれあい講演会（進路対策）事業の推進  30 
・資質向上を図る研究奨励事業の推進  3,960 
・地域人材による学習及び部活動支援の推進  857 
・部活動に対する支援  4,783 
・中学校社会体験チャレンジ事業の推進  240 
・総合的な学習の時間推進事業  1,400 
・地域に開かれた学校評議員制度の充実  560 
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  新地域ふれあい事業の展開 

    [書画等の展示、公民館との連携] 
  ・スクールボランティア事業の推進  385 
  新外国人児童生徒に対する日本語指導体制の充実  570 
 
２．学校教育施設の整備促進 
 
新新郷第二小学校屋内運動場屋根等改修工事  11,000 
 
新南中学校特別教室棟屋根防水工事  10,000 
 
新三田ヶ谷小学校校舎大規模改修工事実施設計業務  2,400 
 
新村君小学校屋内運動場耐震補強・大規模改修工事実施設計業務  3,500 
 
○学校教育施設の充実 

 ・小中学校施設改善事業（工事、修繕等）  29,800 
 ・小中学校備品整備事業  13,860 
 ・小中学校施設維持管理事業  18,231 
 新小中学校教職員用パソコン整備（52 台）  1,910 

 
○安全・安心な学校給食の提供 
  ・地産地消の推進 
  ・食材検収室の整備  2,800 
  ・二重保温食缶の整備  2,709 
 
３．生涯学習で豊かな人づくりの推進 
 
○地域の拠点となる公民館の役割充実  60,825 
 
新 60 パワー支援事業の展開 

[盛年式の見直しによる盛年者対象講座の開催等]  200 
 
○青少年健全育成への取組み  938 
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○すこやか子育て・思春期子育て講座の開催  243 
 
新北埼玉郡ヒューマンフェスタの開催 （県委託事業）  1,010 
 
新人権啓発講演会の開催 （国委託事業）  600 
 
○人権教育・啓発活動の継続推進  17,366 
 
新第 2 次「はにゅう男女共同参画プラン」の策定 [再掲]  168 
 
４．文化活動・国際交流の推進 
 
○「ふるさとの詩」募集事業の展開  521 

・第 6 回「ふるさとの詩」全国募集事業 
・第 3 回小中学生「ふるさとの詩」募集事業 

 
○国際交流・姉妹都市交流等の推進  690 
 
○ムジナモの自生地保護・増殖活動の推進  5,152 
 
新第 50 回記念県北美術展の開催  1,365 
 
○図書館業務の充実  30,541 
  ・ブックスタート事業の推進 
  ・インターネット予約の充実 
  新図書リサイクル事業の実施  
 
○郷土資料館企画展の開催  858 
  「県北の洋画家」「身近な外来生物」「おらがむらのお宝―社寺宝物展」 
  「収蔵品展―中島和夫コレクション著名本」 
 
○市内社寺文化財調査の実施 （三田ヶ谷、井泉地区） 
 
○文化財の整理、保全事業の充実  730 
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５．市民スポーツの推進とレベルアップへの取組み 
 
○ニュースポーツの普及（フロアーカーリング） 
    [競技用具の充実 ４セット⇒8 セット] 
 

新仮称「藍
あい

・愛
あい

 家庭婦人バレーボール大会」の開催  337 

 
新スポーツ指導者人材バンクの創設  
  新中学校部活動への指導者派遣 
  新小・中・高スポーツ連携事業の推進 
 
○体育館スポーツ備品の整備  2,668 
 
 

郷土の特色を生かしたまちづくり 
 
○夏まつり、郷土芸能などの観光事業の推進 
 
○市民団体による郷土の偉人の顕彰 
 
○「藍」に触れる事業の推進 
  ・「藍」染め体験コーナーの活用 
  ・ふれ藍ショップの展開 
 
○ムジナモ保存､増殖活動の推進 
  ・ムジナモ自生地の保全とムジナモ保存会活動の支援 
  ・「ムジナもん」を活用したムジナモＰＲの推進 
 
○利根川を生かした事業の推進 

・バルーンフェスティバルの開催 
・「羽生ソアリングクラブ」によるグライダー体験搭乗、操縦指導 

 
○「ふるさとの詩」募集事業の展開 [再掲]  521 
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・第 6 回「ふるさとの詩」全国募集事業 
・第 3 回小中学生「ふるさとの詩」募集事業 

 
 

自立する財政基盤づくり 
 
新市民との協働のまちづくり指針の策定・試行 [再掲] 
 
新証明書自動交付機の増設  8,200 
  更新：市民プラザ 1 台 増設：新市庁舎市民ホール 1 台 
 
○ＩＴを利用した市民サービスの充実 

・市ホームページの充実による行政情報の提供 
・各種申請手続きの電子化の推進 

 
○業務電算システムの更新  89,829 
  34 業務から 46 業務に拡大 
 
○集中改革プラン、財政健全化計画の着実な取組み 

・事務事業評価の継続、公表 
・補助金の見直し（平成 20 年度予算に反映）  
・使用料・手数料の見直し（平成 20 年度予算に反映）  
・市債の繰上償還の実施  81,748 
・財政調整基金取崩の抑制と残高の確保 取崩削減額 △150,000 
・未利用財産（土地）の処分 
・基金の整理統合と効果的運用  35,360 
・議員定数の削減  △39,799 
・特別職（市長、副市長、教育長）の給料等のカット  △5,060 
・収入役の廃止と会計管理者の設置 
・給与構造改革による給与制度の見直し  △51,626 
・人事評価制度導入に向けた幹部職員の研修  700 
・退職者不補充による人件費の減額  △124,937 
・ 指定管理者制度の拡大（道の駅はにゅう） 
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・市役所第一日曜日の半日開庁業務の継続 
・公共施設の統廃合の検討 
新市営住宅家賃滞納者に対する収納対策の強化 500 

 
○事務事業の見直し等により予算に反映した事項 

・納税貯蓄組合補助金の段階的削減  △610 
・住民検診の委託単価引下げ （引下げ額 100 円） 
・合併処理浄化槽整備補助金の見直し  △6,549 
・敬老祝金の見直し  △11,434 
・市長、議長、教育長交際費の削減  △830 
・中小企業近代化資金等預託金の減額  △9,000 
・産業労働者住宅資金預託金の減額   △10,000 
 

○平成 15 年度（財政危機突破１年度）以降継続実施削減額（理論数値） 
平成 15 年度から継続実施削減額  △149,708 
平成 16 年度から継続実施削減額   △35,875 
平成 17 年度から継続実施削減額  △185,352 
平成 18 年度から継続実施削減額  △173,580 
           計     △544,515 
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